
９
月
１
７
日
よ
り
第
３
回
定
例

議
会
が
、
穂
別
議
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
１
３
件
、

報
告
１
件
、
認
定
８
件
、
一
般

質
問
７
名
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。 
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後援会討議資料 

今 回 で 私 自 身 の 発 行 は 3 7 回 目 に な り ま し た 。 ご 意 見 ・ ご 要 望 が あ り ま し た ら 、 お 聞 か せ く だ さ い 

健全化判断比率 むかわ町 早期健全化基準 財政再生基準 

実質赤字比率 - 14.78% 20.00% 

連結実質赤字比 - 19.78% 40.00% 

実質公債費比率 17.50% 25.00% 35.00% 

将来負担比率 131.80% 350.00% - 

 

●
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

 

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す

が
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
借

入
金
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、

町
の
３
年
間
の
平
均
値
の
資
金

繰
り
を
表
す
も
の
で
す
。
２

０
％
を
越
す
と
要
注
意
で
す

が
、
来
年
度
に
は
、
こ
の
要
注

意
の
域
に
入
っ
て
く
る
予
測
で

も
あ
り
ま
す
。
合
併
後
大
型
事

業
が
続
き
借
入
し
た
借
金
の
返

済
開
始
期
間
が
始
ま
り
、
数
値

が
高
く
な
っ
て
き
ま
す
。 

合
併
後
の
両
地
区
の
課
題
解
決

に
使
用
し
結
果
で
す
が
、
こ
れ

以
上
の
借
金
は
、
社
会
情
勢
を

特
に
注
視
し
判
断
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。 

※
主
な
も
の 

●
条
例
の
改
定 

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案 

・
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

出
産
し
た
と
き
に
支
給
す
る
出

産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、
産

科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す
る

医
療
機
関
等
に
お
い
て
出
産
し

た
場
合
、
現
行
38
万
円
に
４
万

円
を
上
乗
せ
し
た
42
万
円
を
支

給
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、

現
行
35
万
円
が
39
万
円
に 

 

◆
地
域
経
済
循
環
の
促
進
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
Ｂ
型
の

ワ
ク
チ
ン
「
ヒ
ブ
」
の
予
防
接

種
事
業
の
助
成
を
、
む
か
わ
町

金
券
で
行
え
る
よ
う
改
正 

 

●
一
般
会
計 

主
な
も
の 

４
億4,357

万
円
を
追
加 

・
保
健
師
の
育
児
休
業
代
替
嘱

託
職
員
関
係
経
費 

177

万
円 

・
二
宮
地
区
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
移
行
対
策
費461

万
円
追
加 

・
四
季
の
館
改
修
事
業
ボ
イ

ラ
ー
改
修
と
、
定
住
促
進
住
宅

改
修
事
業
の
整
備 

3,780

万
円 

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業 

３
億9,900

万
円
鵡
川
地
区

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備 

・
交
通
輸
送
対
策
費313

万
円
10

月
以
降
の
バ
ス
運
行
委
託
費
等

の
予
算 

・
福
祉
灯
油
事
業 

130

万
円 

昨
年
同
様
に
１
世
帯
当
た
り
１

万
円
を
上
限
と
し
、
金
券
に
よ

り
支
給 

・
高
齢
者
福
祉
対
策
事
業
90
万

円
高
齢
者
へ
の
入
浴
支
援
の
代

替
措
置
で
樹
海
温
泉
「
は
く

あ
」
へ
の
入
浴
扶
助
を
週
２
回

に
拡
充
。 

・
健
康
診
査
事
業
の190
万
円 

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頚
が
ん
検

診
を
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
に
よ

り
無
料
検
診
を
行
う
も
の
で

す
。 

・
予
防
接
種
事
業
82
万
円 

乳
幼
児
に
対
し
ま
す
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
Ｂ
型
の
ワ
ク
チ
ン
ヒ

ブ
」
の
予
防
接
種
を
お
お
む
ね

半
額
の3000

円
を
金
券
に
て
助

成 ・
緊
急
雇
用
創
出
事
業498

万
円 

小
学
校
の
特
別
支
援
員
の
配

置
、
穂
別
地
区
保
育
所
等
で
の

障
が
い
児
や
１
歳
児
へ
の
保
育

士
の
配
置
、
介
護
の
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
充
実
強
化
で
臨
時

職
員
の
配
置
す
る
も
の
で
す
。 

・
町
営
住
宅
整
備
事
業2600

万

円
緑
ヶ
丘
公
営
住
宅
の
屋
根
の

防
水
工
事
で
国
の
追
加
公
共
工

事
の
採
択
を
受
け
て
実
施 

■
政
権
も
交
代
し
、
政
府

の
動
向
に
沿
っ
て
私
達
の

町
も
政
策
の
転
換
を
見
極

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

お
も
い
ま
す
。 

日
本
の
政
策
も
大
き
く
舵

を
き
り
、
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
ら
人
へ
」
と
鳩
山
首

相
の
言
葉
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
時
代
の
変
革
期

に
あ
り
地
方
格
差
の
是
正

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
多
く
の
方
が
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る

故
郷
に
な
る
よ
う
、
更
に

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。 



野田省一の 

野
田 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
応
に
つ
い
て
医
療
、
学
校
、
保

育
施
設
、
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

集
団
感
染
の
予
防
対
策
、
感
染
後

の
体
制
、
対
処
方
法
、
告
知
方

法
、
意
思
決
定
方
法
な
ど
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

田
中
俊
吾
総
務
企
画
課
長 

町
長

か
ら
行
政
報
告
の
と
お
り
、
今
後

と
も
町
内
各
関
係
機
関
団
体
と
の

連
携
を
深
め
、
北
海
道
並
び
に
苫

小
牧
保
健
所
の
指
導
、
助
言
に
対

し
、
迅
速
、
適
切
に
対
処
し
ま

す
。 

 

野
田 

穂
別
地
区
で
は
、
夜
間
、

土
日
祭
日
に
お
い
て
診
療
所
が
休

診
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
で
の
受
診
体
制

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
告
知

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。 

冨
士
副
町
長 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
弱
毒
性
と
い
わ
れ
、
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
変
わ
ら
な

い
措
置
を
基
本
と
し
て
医
療
的
に

は
進
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
般
的
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
場
合
に
発
症
後4

8

時
間
内
に

一
定
の
治
療
の
目
途
と
さ
れ
、
慢

性
疾
患
の
病
気
等
で
リ
ス
ク
の
高

い
方
は
一
定
程
度
の
緊
急
性
を
要

さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
診
療
所
で

受
診
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
慢

性
疾
患
を
持
っ
て
リ
ス
ク
の
高

い
方
に
つ
い
て
は
、
個
々
注
意

喚
起
を
行
う
準
備
を
整
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
患
者
方

も
、
一
定
時
間
の
中
で
医
療
的

な
措
置
を
と
れ
る
よ
う
に
、
医

療
資
源
、
医
師
及
び
看
護
体
制

の
中
で
の
、
具
体
的
な
対
策
を

現
在
詰
め
て
い
ま
す
。
今
の
本

町
の
発
症
状
況
の
中
で
、
直
ち

に
こ
れ
ら
の
機
能
を
発
動
す
る

よ
う
な
状
況
認
識
に
は
な
っ
て

い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

野
田 

土
日
、
連
休
、
休
診

時
間
帯
の
受
診
方
法
の
告
知
を

早
急
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
学
級

閉
鎖
の
基
準
が
、
道
の
基
準
で

1
0

％
以
上
と
な
り
ま
し
た
が
、

現
状
と
、
意
思
決
定
の
方
法
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か 

丹
治
秀
昭
生
涯
学
習
課
長 
学

級
、
学
年
、
学
校
閉
鎖
の
基
準

は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集

団
感
染
の
防
止
と
し
て
一
つ
の

目
安
で
、
学
級
内
の
生
徒
数
の

お
お
む
ね
10

％
を
超
え
る
場

合
に
は
措
置
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
意
思
決
定

は
２
名
以
上
感
染
者
が
い
る
場

合
は
、
保
健
所
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、
集
団
発
生
予
防
措
置

と
し
て
教
育
委
員
会
と
学
校

長
、
道
教
委
も
協
議
の
中
に

後
援
会
討
議
資
料 

入
っ
て
協
議
を
し
決
定
を
す
る
流

れ
で
す
。 

 

野
田 

一
人
の
感
染
者
で
学
級
閉

鎖
を
す
る
こ
と
で
、
感
染
の
拡
大

を
抑
え
ら
れ
る
と
、
数
理
論
的
、

医
学
的
に
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
方

も
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
地
域
に

よ
っ
て
は
学
級
に
１
人
で
も
感
染

者
が
出
た
時
点
で
学
級
閉
鎖
を

と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
穂
別
地
区
で
は
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
持
つ
親
御
さ
ん
が
、
医

療
体
制
が
日
祭
日
、
夜
間
が
休
診

で
不
安
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
感
染
者
が

一
人
で
も
学
級
閉
鎖
に
す
る
事

を
、
考
慮
で
き
ま
す
か
。 

丹
治
生
涯
学
習
課
長 

学
校
に

よ
っ
て
１
名
で
も
閉
鎖
と
い
う
よ

う
な
と
こ
ろ
も
確
か
に
あ
り
ま
す

が
、
お
お
む
ね
10
％
、
地
域
の
感

染
状
況
、
学
校
の
規
模
等
の
状
況

も
勘
案
し
た
上
で
、
措
置
に
つ
い

て
早
い
段
階
で
対
応
す
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
に
地
域
資
源
活
用
事
業
に

つ
い
て
、
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、

ペ
ー
ジ
の
都
合
で
省
略
い
た
し
ま

し
た
。 

  
 

  

質
問
を
終
え
て 

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

猛
威
は
全
国
的
に
広
が
り
、

私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も

感
染
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
、
私
達
の
地
域
は
、

時
間
外
の
救
急
体
制
が
整
っ

て

お

ら

ず
、
時

間
外

の
救

急
、
更
に
、
入
院
の
再
開
が

町
民
の
早
急
な
願
い
で
も
あ

る
時
期
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
は
重
要
な
政
策

と
思
い
今
回
の
質
問
を
い
た

し
ま
し
た
。 

・
質
問
後
、
時
間
外
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、

土
曜
日
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
疑
い
の
あ
る
患
者
の
対
応

が
さ
れ
、
今
の
医
療
資
源
で

き
る
、
適
時
な
対
応
が
な
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。 

●
今
回
で
一
般
質
問
は
定
例

会
毎
に
14
回
目
と
な
り
ま
し

た
が
、
次
項
に
ま
と
め
て
み

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
、
疑
問
、
希
望
な

ど
を
中
心
に
、
議
論
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
常
任
委
員

会
で
と
り
あ
げ
た
り
、
あ
る

い
は
直
接
担
当
課
に
問
い
合

わ
せ
た
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
、
質
問
を
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。 

氏名 

Ｎ Ｏ Ｍ Ｋ 野
田 

Ｍ Ｈ Ｉ Ｍ Ｈ Ｎ Ｙ Ｏ Ｋ Ｔ Ｋ Ｎ Ｋ Ｙ Ｔ 

一般質問 

累計回数 
14 14 5 7 14 4 2 2 0 1 1 1 0 2 3 13 8 0 0 0 

むかわ町定例議会、開催は１４回、これまでの一般質問回数の累計回数です。氏名は伏せさせていただきました。 



●穂別地区での一番の関心事・診療所についてですが、既に広報等で

も公開されていますが、方向性・時期については次の通りです。 

●新・医師が着任、医師３人体制となる 

・入院再開のため、看護士の募集 

●看護士１２人確保でき次第、入院再開 

●入院ベッド一部残し 

 施設を「短期入所療養介護」介護保険サービスへと転換 

 ・一般病床からの転化は指定が可能となります。 

  しかし、介護士など条件の整備が更に必要となります。 

看護士募集に問合せは数名、１月以降の転職を希望する意思でもあり、

１月中に再開できるか？ 

●穂別公衆浴場・改修完了予定 

●再開・予定 

●福祉風呂については、町民の皆様より「福祉風呂存続要望」が提出され、検討されてきま

したが、２２年度内は、現行のまま(週２回の無料)で実施され、２３年度以降の見通しとし

ては、年齢区分で無料回数を区分けし、一部自己負担の100円を徴収する方式が検討されてい

ます。(検討中・案ですので決定ではありません) 
 

野田より、有償の年間パス方式の導入を提案させていただいておりますが、年間パスの財政

的な試算をもとめていますが、どのようになるか注目です。 

後
援
会
討
議
資
料 



●既に新聞報道などでもあり、ご存知かも知れませんが、来年の改選期にあわせ

議会の定数について審議されてきました。多人数が良いのか、少人数でもよいの

か、現議員の意見も割れましたが、一定の方向が確認されました。 

●議会改革特別委員会が設置され、議会改革について、協議を開始 

 ・責任ある議会、開かれた議会、議員定数について協議 
 ・地域協議会へ特別委員が参加し、議会改革について意見を伺う。 

●各種団体へ、議員定数を含めた記名アンケート調査を実施 

アンケートの結果は穂別、鵡川地区には大差はなく

ほぼ同様な結果でした。 

町民懇談会へ16人を提示

し意見を拝聴予定 

１２月議会へ議員定数を審議予定 

●人口１万人以下の自治体の上限の議員数は１８人です。 

 (国勢調査時では、１万人以上なので２２人が上限、来年には国勢調査予定) 
・議員の意見もアンケート同様に拮抗した意見でしたが、最終的には挙手による

判断をし１６人案に賛成者１０名で多数となりました。（私は１６人案に賛成) 

・政府の総務省・地域主権室(仮称)に内定の・逢坂衆議院議員(元ニセコ町長)
の11/7札幌での講演会でも述べられていましたが、地方議会のあり方について

も、地域で選択できる方法など、改革していたきたいとの発言もありました

が、現政権下で実現されるかもしれません？ 

 ※議員の制度そのものを変える考えもあり得るそうで、二元代表制(地方議      

   会の制度)も問題点があり、改革したいとの、思案もしめされていました。 

●私は以前より２つの考えをもっています。 

 ・多人数・ボランティア的な議員制度・・・責任感がうすれますが、専門分野のみ対応可能 

 ・少人数・専従制度・・・・議員専門で生計が成り立ち、若年層でも専従できる制度 

  現状では、どちらも選択されている地域はないと思われます。制度・条例など根本的な見直しをしなくては    

  できないものでもありますから、私は、責任の重さ、財政的見解、議員の質の向上(私も含め)、町民の皆さ 

  んのご意見を総合的に勘案して、今回の１６人案に賛成をさせていただいております。 

 ・今回・私は、議会改革特別委員会の委員の一員でもあり、当初より定数については、１６名をいち早く提言   

  させていただきましたし、穂別地区からの人数が多くなる、少なくなるとの理論より、鵡川地区より選出さ  

  れた議員であっても十分穂別地区の現状を理解し、是非を慎重に判断される方もおり、少数精鋭を望むべき 

  と、私は考えております。 
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